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22/1/22 名古屋城木造復元事業市民向け説明会（質疑応答部分） 

名古屋市民オンブズマンによる、半自動文字起こしアプリによる文字起こし 

 

浅野： お待たせいたしました。 

ここからは名古屋城木造復元事業に関しまして、皆様からのご質問をいただきたいと思いま

す。時間は 15 時 20 分頃までとさせていただきます。 

なお、名古屋城調査研究センター学芸員に対する質問はこの場ではご遠慮いただきますよう

よろしくお願いいたします。天守閣木造復元に関する質問に限らせていただきます。どうぞ

容赦ください。 

最初に会場の皆様からのご質問にお答えする職員を紹介いたします。 

名古屋市長河村たかしでございます。 

名古屋市観光文化交流局長の折戸でございます。 

名古屋城総合事務所長の佐治でございます。主幹の荒川でございます。主幹の新井でござい

ます。次官の梅田でございます。 

調査研究センター副所長の村木でございます。主幹の柴田でございます。 

株式会社竹中工務店でございます。 

それでは只今よりご質問を伺います。ご発言につきましては、できるだけ多くの方から頂き

たいと考えておりますので、お一人 3 分以内でお願いいたしますようご協力願います。 

なお 2 分 30 秒になりましたら、私からお知らせいたしますので残りの 30 秒にてお考えを

まとめていただきたいと思います。 

これまで 2 会場やっておりまして、そういった他会場でまだご発言ない方を優先とさてて

いただきたいと思いますので、まず初めての方からご発言 

手を挙げていただきますと、会場におります係の者がマイクをお持ちしますので、その発言

はマイクを通してお願いいたします。 

それでは、何方かご発言のある方はいらっしゃいますでしょうか。 

じゃ、一番手前の、緑の方お願いします。 

 

〇：（略） 

 

浅野： はい、ありがとうございます。最初の方の今の整備の話が一つ。エレベーターの話 

それから天守の部材のお話でしたかね。最後、聴き取り憎かったのですが水漏れの話ですね。

以上 4 点についてお願いしたいと思います。順番にお願いできますでしょうか。 

 

荒川： まずおそらく将来構想におきまして、今お土産屋さんですとか、おトイレなんかの

便利施設のことをお尋ねだったと思うんですけれども、そちらにつきましては、今後の整備

を進めていく中でですね、再配置ですとか、あとは見た目もありますので、中に今後江戸時
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代を復元していくっていう中で、違和感のないようなそういったあの外観、そういったもの

にしていきたいと思います。 

今この絵の中に落としてないんですけども、これ以外に今の小さな建物ってのはいくつか本

丸の中にございますので、そういったものに寄せていくような形で考えていきたいと今後の

検討ということもありますけど、そういった風に考えていきたいと思います。 

 

梅田： エレベーターの件についてのご質問かと思います。現在外付けのエレベーターが地

上から 1 階まで。小天守 1 階まで繋がってます。また内部にも地下から 5 階までございま

すけれども、今回ですね公募を昇降技術の公募の方を実施してまいりますけども、この特定

の技術というのは特に排除することなく、より幅広く昇降技術の提案を受け付けたいという

ふうに考えてございますので、特にですねエレベーターの技術も含めまして、幅広く募集を

受け付けいく考えでございます。 

 

荒井： 木造復元をする上で木材についてということでご質問をいただいたということでよ

ろしいでしょうか。基礎構造検討に関する会議の回数ということでよろしいでしょうか。 

天守閣部会につきましては昨年度の末ですね。 

文化庁からの指摘事項に回答するために、宿題というものを取り纏めをしておりまして、そ

れの有識者にご説明をさせていただいて、ご意見いただくというのを、昨年度末なので、令

和 3 年 3 月ですね開催をさせていただいております。 

なお、おっしゃる通り平成 29 年からこの事業を進めており、平成 29 年 30 年 31 令和元

年度と天守閣部会は数多く開催しております。その当時はですね復元をどういうふうにする

かっていうようなことで、昔から残ってる資料、今日も学芸員の方からの紹介もありました

が、歴史資料について紐解くといいますか、昔どうだったかって検証しておりました。 

そのことにつきまして、平成 29 年 30 年頃につきましては、かなり数の天守閣部会を開催

をさせておりまして、それ以降ですね、昨年度以来、今年の 5 月にですね。 

文化庁に解体の申請に対する指摘事項、その回答を返すということを一番我々としてやって

きましたのでそのことについての部会に開催をして、お諮りするということが一番重要にな

っておりますので、なのであの、ご指摘のように、なぜ開催しないのかっていうことに対し

て申し訳ありませんが、必要に応じて開催するというやり方をしておりますので、申し訳ご

ざいません、数は少なかったかなと思っておりますが、十分あの先生にもご議論、ご議論し

ていただいて、進めていくというところでございます。 

 

佐治： 4 つ目のご質問は、水漏れのことでよろしいですか？ 

今年の正月の初めに本丸御殿の障壁画を描いてるその仮設の施設の中で起きた水漏れのこ

とによろしいでしょうか？ 

1 月 5 日のお昼前に本丸御殿の修復建築物進めておりまして、そこの倉庫というかそこで空

調がちょっと不調になりまして水漏れ事故がございました。中には完成したものとこれから
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描く部材みたいなものが保管してありまして、シートで被ってある状況なんですがそのシー

トを通じて少しその描いた絵に水が浸みたというかそういった状況になっておりますけど、

今のところ、あの浸食の経過観察しておりますが、絵に大きなダメージがあったという状況

ではありませんで、その事故の原因につきましては今現在まだ調査中でございます。 

 

浅野： はい、ありがとうございました。では次の方。 

 

高岡： 昭和区から来た高岡ですが、４つほどあります。 

まず最初に令和 2 年に市長から突然に市民から突然なんですが、文化庁からの解体と木造

一体で条件付きでありますけれども着工許可が出た。 

この間に何があったんですか？許可を持っていった功労者、あるいはポイントこれは何だっ

たんですか？それを一つお聞きしたい。 

それから、2 番目はですね名古屋城の木造化、石垣保存が認められた時には市長は石垣の研

究では、全国でトップを走る機能や機関を持った、設けたいということを記者会見、その他

でいわれたんですけど、それは現在どれ辺り迄それが進んでいるのか？それが 2 点目なん

です。 

それから 3 点。完成時期がまだ明確にされていません。 

私が昭和区区役所での説明会でデータサイエンスとか AI とか活用すれば十分、かなり正確

な推定ができるはずだということを申し上げたんですが、担当者からはそれを推進していま

すという回答があって、昨年、だいたい 27 年ですか、平成 27 年頃にはできると思うとい

う諮問がでたんです、それに対して市長は OK の返事は出してない訳ですね。 

その辺は、事務当局と市長との間は、どの辺まで詰められておるんですか？それが 3 点目

です。 

それから 4 点目ですが、バリアフリーについてでいろいろな意見があります。公募するよ

うになっておりますが、どちらかというと対象がハンディキャップの人がが中心になってる

んですけれども、私も 85 歳です。 

実際に考えますと、高齢者に対するがサービスが何も行われていない。（そろそろ纏めに入

ってくだい）やっぱり高齢者がたくさん見に行くいうことが、名古屋城をますます発展させ

る大きな要因だと思うですけど、そのご担当者ご見解を伺いたい。以上です。 

 

浅野： 有難うございました。4 点ほどありました。 

令和 2 年の文化庁の許可のポイントは何だったのか。それから 2 つ目が市長が全国トップ

を走るそれがどこまで進んでいるのか。完成時期が明確でない話。市長と事務当局でどこま

で話しが詰められているのか。特に昭和区の説明会に出られた時にデータサイエンスなんか

使ったらできるんじゃないのかと話されたけどその辺がまだ回答が明確でじゃなかった。あ

とバリアフリーの問題として障害者だけでなくて高齢者の方も考えてくれということでし

た。 
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荒川： まず文化庁からの所見のお話かと思います。 

資料の方の 5 ページになりますけれども、この上段の方に書いてございますが、まず文化

庁さんからいただいておった指摘ってのは大きく 2 つございました。 

一つは、解体の申請を出しておりましたので、解体をするにあたって、石垣だけですとか、

その他、地下の遺構ですね、そういったものが影響ないかどうかっていうきちんと調べなさ

いということが一つと。解体するにあたって解体する理由は一体何でしょう。 

その辺の整備がまずきちんとされてないんじゃないですかっていうご指摘をいただいてお

ります。 

で、今回令和 2 年の 5 月に文化庁に返しまして、6 月に所見の形で出てきたけれども、そ

のポイントとしまして、まず石垣等遺構に与える影響につきましては、我々きちっと先ほど

スライドでもちょっとご紹介しましたけれども、考古学的な調査と、あとは工学的ないわゆ

る工事をやるにあたって力学的な検討そういったものをきちんとやった上で、あと、地元の

有識者の方々のご意見をきちっと聞いたうえので回答したことで、一定の評価を得ることが

できました。 

あと、木造復元をする理由、現天守閣を解体する理由ということで、先ほどもちょっとご説

明させていただきましたけれども、基本構想という形で、まず本丸を江戸期の姿に持ってい

きます。 

その中で、今本丸御殿が 30 年に完全復元されて、それに続いて、天守閣を復元することで、

大きくは江戸期の姿が見えてくる絵を描いておりまして、そういったふうに整理したんであ

れば、解体だけじゃなくて復元と一体として文化庁としても審議必要があるので、それを併

せて出してくださいということを言われておりまして、 

ただ合わせて許可申請を出してくださいって言われた以前に 

文化庁さんの方の有識者で議論いただく必要がありますので、その議論に必要な資料として、

解体と復元を一体とした全体計画を出してくださということを言われております。 

これまでの文化庁さんとはいろいろご相談だとかご指導いただいておりましたけれども、こ

れは天守閣そのもの、個別の話でいろいろご相談をしていただいておりましたが、今回初め

てこの許可に向かっていろんな手順とか手続きが明らかになるようなご指導をいただきま

したので、そういったところが大きく変わったところかなと思っております。 

それと完成時期の件についてはですね、今回回答を出していくにあたって地元有識者の方と

の、十分な議論と合意形成を図ったということが非常に大きなポイントだったと思っており

まして、来年度つくる計画につきましても同じようにやっていく必要があると思います。 

それは非常に丁寧な上にも丁寧に、調査検討を進めた上で作っていく必要があると思ってお

りまして、そこがまた一つ大きなポイントになっていくと思っております。 

あの資料のですね、7 ページを見ていただきますと、最初の 7 ページの下側ですね、大きな

矢羽根の中にいろいろを白抜きで書いてあることがございますがありますが、これ来年度こ
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ういったことを検討してやっていくんですけども、同じ復元検討委員会というものがござい

ますが、これがあの文化庁さんの有識者会議でございます。 

名古屋城の天守閣ってのは日本で最大の天守で、これまでにこんな大きな規模で復元という

ことがやったことないんもんですから。 

どのぐらいこの検討委員会に時間がかかるのか、正直つかめないというところが正直なとこ

ろです。 

文化庁さんもおそらく答えはないと思います。なので、まず我々としてはまずこの全体計画

を丁寧に作っていくこと。 

これができれば復元検討委員会が入っていけるっていう段階になってくると思いますので、

復元検討委員会、1 回始まれば途中で中断することなく結論までいくというふうに聞いてお

りますので、見通しが立ってきた段階で、完成時期が見えてくるかなという気持ちでおりま

す。 

 

村木： 石垣の研究レベルがどこまでかというところのご質問いただきましたので、それに

ついてお答えいたます。「日本一の石垣研究のセンターを目指す」ことを受けましてですね。

設立されましたのが名古屋調査研究センターという組織でございます。 

今日最初の講演をさしあげた職員等でありますが、私も含めまして所属しておりまして、そ

の最初の前半部分のスライドにもありましたように、城内の石垣調査であり、その他の埋蔵

文化財の調査等、かなり精力的に取り組んでおる積りでございます。 

でその調査研究センターなんですけれども、金沢城でありますとか、熊本城でありますとか

先行する城郭の例をモデルにして組織をつくっておるんですけれども、体制といいますか、

あの人数といった点ではかなり近いついたところまで来ておりますけれども、研究のレベル

といいますか、内容というのはなかなかの研究なものですから、一朝一夕にですね、日本の

トップ、世界のトップっていうわけにはまいりませんで、まだ職員もですね、若い職員がそ

の組織を作ったときに併せて採用した職員も結構いますので、そういった職員が力をつけて

いくのに合わせて研究のレベルが上がっていくというようなところでございます。私どもそ

ういったところでですね、ただ志は大きく持って日本のトップを目指すようなつもりでです

ね、日々精進しておるところでございますけれども、ただ今のレベルで、じゃ日本のトップ

かと言われると、それを目指してやっておるというところでご理解いただければと思います。 

 

梅田： バリアフリーのハンディキャップのお持ちの方以外の高齢者の方々からのご意見は

どうかというご質問をいただいたと思います。お手元にですね資料冊子、あると思いますが

その中の 12 ページ目をご覧いただけますでしょうか。 

高齢者障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正に対する付帯決議バリア

フリー法の改正の件でございますけれども、その中の 18 条に障害者権利条約に則り適正規

制建造物のバリアフリー化を進めるため、歴史的建造物を再現する場合等におけるバリアフ
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リー整備のあり方について、高齢者障害者等の参画の下に行われるよう検討がおこなわれる

よう必要を講ずることと、されてございます。 

このことも踏まえまして利用者の方々からご意見をいただくということが非常に重要だと

いうふうに考えておりますので、この今回の昇降技術の公募におきましても、最終の昇降技

術を選定する前にですね、あのハンディキャップを持ちの方も含めまして高齢者の方々から

もご意見を伺う場ということを設けることを考えておりますので、その場でまたいろいろご

意見いただければというふうに考えているところでございます。 

 

佐治： 1 点補足させていただきたいと思います。先ほどの完成時期の関係で、今現在の現

在の具体的な時期を示すことはできないんですが、令和 4 年度中に全体の計画を策定して

検討委員会にかけていくという、このスケジュールにつきましては、市長も我々事務方も認

識が一致しているところでございます。、 

 

浅野： よろしいでしょうか、次の方。 

 

安藤： 中区の安藤といいます。10 ページありますバリアフリーの方針についてお尋ねし

たいんですが、本丸御殿に続いて天守閣木造復元には大変期待しております。 

そもそも天守閣っていうのは、敵が入ってこないように最後の戦いの場であるから、バリア

フリーがあっていいものなんだと非常疑問に思います。実際名古屋城の場合も小天守を通ら

ないと大天守に入れない。その間もいろんなバリアがある。ましてや上に上がるためには、

急な階段とか非常に登りづらい構造になっているはずです。それを体験することが意義があ

るんじゃないかなと思います。 

あまりにも登ることとか、みんなにというのはちょっとどうなのかなと。 

バーチャルで体験する私の頃には多分登れなくなってると思うんですが、バーチャルなら私

なら十分満足いたします。 

犬山城に登ったときも、やっぱり急な階段を上ってこれは敵が攻めにくいなと実感いたしま

した。 

だからあまりこれに拘ると、本来のあの観光施設の名古屋城になってしまうんじゃないかな

というと危惧いたします。 

やっぱり特別史跡を目指すならば、あくまで本物に根差した小規模なバリアフリー対策にと

どめていただきたいというのが希望です。 

現在どの程度公募が集まっているのか、わかれば教えていただきたいとおもいます。 

 

浅野： バリアフリーをめざすなら最小限にということだったかと思います。本物を目指す

ため 
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梅田： ご意見ありがとうございます。やはり障害のある方あるいはその高齢者の方々も含

めまして、やはりいろんな方に文化財を快適に楽しんでいただくとことは非常に大事なこと

かなというふう考えております。いただいたご意見を参考にいたしましてこれから進めてい

ければと考えております。 

あと昇降技術の公募の方の技術の方なんですけれど、ちょっとまだ公募を始めておりません

ので、ちょっとどういう状況かということはなかなかお伝えすることはできないんですけど

も、なるべくですね幅広く、あの昇降技術のメーカー以外のメーカーからのご提案の方をい

ただければというふうに考えておりますので、そのあたりはちょっとまた今の段階では言え

ない状況ですのでご了解いただければと思います。 

 

浅野： 時間の関係もありますので、申し訳ございませんが、残り 2 人させていただきた

いと思います、 

 

西浦： こんにちは。南区の西浦と申します。 

3 回お話を聞かせいただきましたが、名古屋城が木造で復元できるのかどうか、全くよくわ

からない状態です。 

今日は聞きたいことはですね、6 ページの問題ですね。 

市長さんが危ないと、入っていかんと。木造にしてないかんということで、解体しましょう

と先に。こう言って提案されたわけですよね。 

この 2 点で、これは市長がそう言ってるんだから、建築審査会 OK させれば、名古屋市がこ

れは木造でできるんじゃないかという危惧を抱きましたが、やっぱり文化庁からは色んなこ

ういう条件がついたようですね。 

6 ページに、歴史的建造物の復元等に関する基準に準拠した適切な内容となるよう検討して

くださいと言って、その下には石垣等遺構のことには問題がなくやってくださいという、石

垣は大事だから守ってくださいねってことでしょ。 

それから、歴史的建造物の再現行為として適切であることと、必要な条件が整った段階で、

解体と復元を一体とした現状変更を提出されたいっていうふうな文化庁の意見っていうか、

指導というふうに書いてあります、なってます。 

つまり、ずっと名古屋城の木造再建計画を見てますと。 

この文化財保護法ではなくて、建築基準法の 3 条ですか、4 号だったけ、燃えちゃった文化

財を復元するんだから、それは復元できるでしょうと言って名古屋市の都市計画局ですか建

築審査会の諮問をしてですね、市長が諮問するかなぁ形は。建築審査ってのは。で、それで

そこの建築審査会の有識者の先生たちがこれは復元やむを得ないという結論を出されたと

きに、初めて適用除外ができるというふうに僕は理解してます。 

そうすると、ここのところがクリアできないと、結局堂々巡りをすることになるんじゃない

か？先ほども少し見通しの話をされましたが、結局この 3 年、4 年（まとめに入ってくださ

い）空転してますね。 
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で、それをやっぱりそこの安全性だとか、今の報道等の安全という問題で、やっぱりきちん

とクリアできてない一番のイロハのイのところで躓いてるんではないかというふうに思い

まして。で木造のお城がいいという人たちの気持ちもよくわかりますが、それすらやっぱり

今の状況ではできないんじゃないかっていう危惧をしております。以上です。 

 

浅野： 今の質問につきましては 

 

荒川： 建築基準法の第３条で、基準法を適用除外するっていう規定があるんですけれども、

これこそ、建築基準法ので今日除外する方が先ではなくて、その後になってまいります。 

まず、文化庁さんの方で不全をまずすることのちょっとを出ることができれば、歴史的建造

物の再現ということになってきますので、そうなって初めて 3 条の適用になので、どうい

った法律もそうなんですけど、どれが先、後ってもあるんですが、どの法律もすべてクリア

していかなきゃいけませんので、また若干ちょっと前後関係はあるにしても、そういった形

で進めていくことになります。なので、その安全性だとかそういったことについては、建築

基準法のなんていうんでしょうか、法の趣旨といいますか、そういったところの差異になっ

てきますのでその部分については、建築審査会の方で、我々今、防災評定ですとか、消防さ

んの方で言えば、消防設備システムの評価っていうものをとっておりますので、そういった

ものをベースにしてですね、現在の基準法、建築基準法と遜色ないものだというようなこと

で同意をいただければ、その後特定行政庁から、また名古屋市になるんですけども、そこが

認可すれば、基準法の問題はクリアできるというこになっていきますので、一つ一つクリア

していくということになります 

 

西浦： 日程工程的としては振り出しに戻って調査研究を始めて、どういうふうにするかっ

ていうことをやるってことになっているということですか。 

 

荒川： 調査研究というか、まずは文化財保護法上のあの許可、これを取るために、 

 

西浦： 文化庁の審査会にかけるための名古屋市の基本計画、今日の説明会の資料をみると、

今までなかった全体計画というか、文化財として名古屋城をどうやって保存活用していくか

が一番最初にきましたね、それは一歩前進だと思うですが、それをどうやって活用してそし

て文化庁との話し合いを進めていくのかと、そうなるとその見通しというのが、どうなるの

かっていうことが全然わからない。いつごろどうなっていくのでしょうかっていうことです

ね。先生たちと名古屋市が話し合いを始めているようですが、 

 

浅野： すいません。一端、ちょっと聞いていただけると、 
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荒川： 7 ページの方に、解体と復元を一体とした全体計画というのがございますけれども、

これを来年度いっぱいで作ろうと思ってます。 

でその次にに検討委員会とありますが、これがそれで令和 5 年度に入っていけるだろうと

ただ、これがどの位かかるかってのは今のところちょっとつかめないというところでござい

ます。 

 

浅野： よろしかったでしょうか。この方で最後とさせていただければと思います。 

 

女性： 名古屋城の木造復元について、今は天守閣の石垣の周辺に遺構がたくさんあり、重

機を載せた作業で傷つける可能性があり遺構調査が行わています、遺構がある中、重機を載

せた作業をできるだけ避けられないか考えたところ、2 つのアイディアを考えました。 

その１。ヘリコプターで２機を用意して、天守閣の屋根やコンクリートの壁を専用の機具で

切断して解体した破片を少しずつヘリコプターで交互に別の場所に運びながら、天守閣を解

体していく方法。これなら重機を使わなくて済みます。ヘリコプターでも種類によってはか

なりの重さを運べる筈。鯱ほこだってヘリコプターで運んだので物理的には可能なはず。 

その 2、天守閣手前には、天守閣から見て右には本丸御殿があり、左側には売店とトイレな

どがあります。 

本丸御殿があるがあるために解体場所がかなり限られています。ならば左側にある売店やト

イレがあるスベースを潰せばかなりそこで生まれたスペースを活用して、うまく解体できな

いかということ、木造復元されてから売店やトイレを再建すればよいと思います。 

別の場所にもうトイレや売店がありますし、全く問題ないと思います。 

この 2 つの方法を検討されてはいかがでしょうか。 

 

浅野： ご提案有難うございます。今のご提案について。 

 

荒川： 解体にあたってヘリコプターの活用ということなんですけども、昨年ですね、金シ

ャチ降ろしたときに金シャチ一体が約 1.2 t ちょっとございます。3 までいかないんですけ

ど、1.2 t ちょっとあります。それで大型ヘリを持ってきて、下ろしたんですけども、やは

りあれ、あの辺りが限界かなというところもありますので、現在竹中工務店さんの方で仮設

計画についてはですね、遺構に影響のないような形で調査検討を進めておりますので、これ

からまだ今後詳細進めていきたいと思います。 

またヤードの確保につきましては、今計画しておりますのが、西側および北側の内堀ありま

すけれども、あそこを発泡スチロールっていう軽くて硬いもので埋め戻しまして、その上に

構台を作ってですね、そこを作業ヤードにしてこうというふうに考えております。 

その今その計画につきましても、昨年度工学的な部分ですとか、考古学的な部分で、有識者

の先生がたにお諮りして、影響は軽微だということでご了解いただいておりますので、問題

はないという風に今は考えているというころでございます。 



10 

 

 

浅野： 多くの方にご質問いただきましてありがとうございました。 

確かにあの手も挙がっていてご発言いただきたいところですけど、ちょっとやっぱりコロナ

禍の関係で、会場の時間も限られております。 

申し訳ありません。ここで打ち切りとさせていただきたいと思います。（市長に） 

最後にやらせていただきます。ちょっとお待ちください。閉会の時間が参りましたので、最

後に河村市長より一言、閉会のご挨拶をいただきたいと思います。 

 

河村市長： はい、それではありがとうございます。 

まだちょっと寒いしね、コロナがありますのでお気を付けてということでございます。 

とにかく世界で初めてなんですこれは。国宝 1 号であった名古屋城。 

それから法隆寺以降、法隆寺だいたい 1300 年、1400 年経っていますけど、法隆寺以降の

木造の最高技術の建築物、名古屋城はね。文化庁のほうも、ちょっと何年か前になりますけ

ど言っとたのは、「わし若作りにしとるけど早 73 でですね、あの世にいかんといかんがね

これ。だでそれまで登れるきゃ、これ本当に」という話をしとったら文化庁が「河村さんの

気持ちもよーわかるけど」結局ね、これ、あと 12 か 13 あるじゃないすか。 

戦後、コンクリートで作ったお城は、これがみんなだいたい寿命にきとるんです。 

だいたいコンクリートのもの。厳密に延命化すると使えんことはないとということもありま

すけど、やっぱ危なて遺憾もんで。 

12 か 13 ある。その城をどうやっていくかいうの第 1 号がなんと国宝 1 号の一番でっかい

ですねそれも、極端にでかいんですね、姫路城の倍ありますから、いうふうに名古屋城がな

ったので「河村さん悪いけど丁寧な上にも丁寧にやらさせてちょうよ」と。 

「ちょうよ」とは言いませんでしたけど「くださいね」という話がありましたので、確かに

今思っとると、例えば首里城ね、これ。燃えちゃったんだけど、これどうしていくかという

話にもなる。 

それからこの間 NHK でやっとったのは和歌山城、同じですわ。戦争で燃えちゃっとる、こ

れをどうするかというような話も NHK テレビでやってました。 

そんなことも全体の第 1 号なもんで、文化庁としてもその後の基準になる可能性があるわ

けでしょこれ。だからそういうことで、辛抱に辛抱して言うか丁寧な上にも丁寧にいくとい

う話になとって、かというて本当に死んでもうので、わしも。ほんなで兎に角早くやってち

ょうととは言っております。 

その辺のところが、先ほどちょっとありましたけど、何で一体なったかいうことも、その他

のお城もみんな一体であるわけですよ。石垣があって、その上に天守が立っております。そ

れぞれどうやってくかということについて、バラバラにやってええものか、どうなのかとい

うことを考えていかないとねこれ。そんでこんなふうになっとるということでございます。

まぁちょっと長生きせないかん、本当に。しかし作ったら法隆寺は 1300 年保っています

から。1400 年前にできた時に燃えたという説がありまして、いろいろありますけど、どう
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も焼けてるんじゃないか、100 年以内ので、その作ったやつは 1300 年経っとてですね、

わしが読んだ本によりますと 65％の木がですね、1300 年前のそのときの檜であると書い

てあって、やっぱ凄いですねこれ。 

ですから皆さんと共にこの時代の人たちはあと千年後の子供が、ええもん作ってくれたわ。

じいちゃんばあちゃんの、その爺茶ちゃん、婆ちゃんのずーと前だけど、そういうふうに思

ってもらえるような、名古屋、日本、世界の宝をですね、残していきたい。 

これはみんなで大事にして、戦争が起きんようにしないかんわね、空襲はいかんですよ。関

連するから本当にそんな気持ちでやっとるということです。 

よろしゅうお願いいたいと思います。すいません長くなりまして、有難うございました。 

 

浅野： 以上をもちまして、名古屋城天守閣木造復元市民向け説明会を終了いたします。会

場の皆様は混雑緩和のため、ちょっとご案内まで、あの席でお待ちください。登壇者の皆様

はご退場ください。 

で会場の皆様、座席記入カード、アンケート用紙を出口で回収します。またご質問がある場

合はアンケート用紙にご記入ください。 

愛知県にまん延防止等重点措置がでていますので早めにご帰宅ください。踏まえますと、そ

れではお忘れ物がないようお気をつけてお帰りください。 

本日は誠にありがとうございます。 

 


